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寸法表

d t Ａ Ｂ

150

200

250

300

5.5

7.0

8.5

10.0

165

216

267

318

365

416

467

518

（ｍｍ）

下水道用硬質塩化ビニル管（ＶＵ） 下水道用リブ付硬質塩化ビニル管（ＰＲＰ）

ゴム輪受口片受直管 リブ片受直管

寸法表

d t Ａ Ｂ
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2.4

2.4
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406

456

507
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塩ビ管（ＶＵ）

内径 管厚 外径 外径断面積 管長m m m m m m m 2 ｍ

1 0 0

1 2 5

1 5 0

2 0 0

2 5 0

3 0 0

3 5 0

4 0 0

4 5 0

3 . 5

4 . 5

5 . 5

7 . 0

8 . 5

1 0 . 0

1 1 . 0

1 2 . 5

1 4 . 0

1 1 4

1 4 0

1 6 5

2 1 6

2 6 7

3 1 8

3 7 0

4 2 0

4 7 0

0 . 0 1 0

0 . 0 1 5

0 . 0 2 1

0 . 0 3 7

0 . 0 5 6

0 . 0 7 9

0 . 1 0 8

0 . 1 3 9

0 . 1 7 3

4 . 0 0

4 . 0 0

4 . 0 0

4 . 0 0

4 . 0 0

4 . 0 0

4 . 0 0

4 . 0 0

4 . 0 0

リブ付塩ビ管（ＰＲＰ）

内径 管厚 外径 外径断面積 管長m m m m m m m 2 ｍ

1 5 0

2 0 0

2 5 0

3 0 0

3 5 0

4 0 0

4 5 0

2 . 4

2 . 4

2 . 7

3 . 0

3 . 1

3 . 3

3 . 5

1 5 6

2 0 6

2 5 6

3 0 7

3 5 7

4 0 8

4 5 8

0 . 0 1 9

0 . 0 3 3

0 . 0 5 1

0 . 0 7 4

0 . 1 0 0

0 . 1 3 1

0 . 1 6 5

4 . 0 0

4 . 0 0

4 . 0 0

4 . 0 0

4 . 0 0

4 . 0 0

4 . 0 0

ＨＰ管

内径 管厚 外径 外径断面積 管長m m m m m m m 2 ｍ

1 5 0

2 0 0

2 5 0

3 0 0

3 5 0

4 0 0

4 5 0

2 6 . 0

2 7 . 0

2 8 . 0

3 0 . 0

3 2 . 0

3 5 . 0

3 8 . 0

2 0 2

2 5 4

3 0 6

3 6 0

4 1 4

4 7 0

5 2 6

0 . 0 3 2

0 . 0 5 1

0 . 0 7 3

0 . 1 0 2

0 . 1 3 5

0 . 1 7 3

0 . 2 1 7

2 . 0 0

2 . 0 0

2 . 0 0

2 . 0 0

2 . 0 0

2 . 4 3

2 . 4 3

5 0 0

6 0 0

4 2 . 0

5 0 . 0

5 8 4

7 0 0

0 . 2 6 8

0 . 3 8 5

2 . 4 3

2 . 4 3

推進管（ＨＰ管）

内径 管厚 外径 外径断面積 管長m m m m m m m 2 ｍ

2 5 0

3 0 0

3 5 0

4 0 0

4 5 0

5 0 0

6 0 0

5 5 . 0

5 7 . 0

6 0 . 0

6 3 . 0

6 7 . 0

7 0 . 0

8 0 . 0

3 6 0

4 1 4

4 7 0

5 2 6

5 8 4

6 4 0

7 6 0

0 . 1 0 2

0 . 1 3 5

0 . 1 7 3

0 . 2 1 7

0 . 2 6 8

0 . 3 2 2

0 . 4 5 4

2 . 0 0

2 . 0 0

2 . 4 3

2 . 4 3

2 . 4 3

2 . 4 3

2 . 4 3

7 0 0

8 0 0

9 0 . 0

8 0 . 0

8 8 0

9 6 0

0 . 6 0 8

0 . 7 2 4

2 . 4 3

2 . 4 3

管の形状寸法表
※逆布設を行う場合は、協議を行うこと。
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寸 法 表

有効高（mm）

重量　（kg）

調整リング 斜　　壁

1 0 0 1 5 0

5 9 8 9

4 5 0 6 0 0

2 3 7

3 0 0 6 0 0 9 0 0

1 4 5 2 8 5 4 2 6 2 8 5 4 2 6 2 6 8

1 3 06 0 0 9 0 0

直　　壁 く体ブロック 底版

3 1 5

モルタル
モルタル

調整コマ
佐久市下水道用鋳鉄製マンホール蓋６００

２-１　楕円マンホール（Ｅ１型）標準図

無収縮モルタル

 底版 

※調整リング50、斜壁300については製品設定があるが、工事においてはこれを使用しない。
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寸 法 表

有効高（mm）

重量　（kg）

調整リング 斜　　壁

1 0 0 1 5 0

5 9 8 9

4 5 0 6 0 0

2 6 3

3 0 0 6 0 0 9 0 0 1 2 0 0 1 5 0 0 1 8 0 0

1 4 3 2 8 6 4 2 9 5 7 1 7 1 3 8 5 7 2 8 6 4 2 9 5 7 1 7 1 3 8 5 7 2 0 1

1 3 06 0 0 9 0 0 1 2 0 0 1 5 0 0 1 8 0 0

直　　壁 く体ブロック 底版
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佐久市下水道用鋳鉄製マンホール蓋６００

3 0 0

1 6 9

２-２　組立式０号マンホール標準図

※調整リング50、斜壁300については製品設定があるが、工事においてはこれを使用しない。
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寸 法 表

有効高（mm）

重量　（kg）

調整リング 斜　　壁

1 0 0 1 5 0

5 9 8 9

3 0 0 4 5 0 6 0 0

2 2 0 3 1 0

3 0 0 6 0 0 9 0 0 1 2 0 0 1 5 0 0 1 8 0 0
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※調整リング50、斜壁300については製品設定があるが、工事においてはこれを使用しない。
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寸 法 表

有効高（mm）

重量　（kg）

調 整 リン グ 斜 　　 壁

1 0 0 1 5 0

5 9 8 9

3 0 0 4 5 0 6 0 0

4 6 2 5 4 7

6 0 0 9 0 0 1 2 0 0 1 5 0 0 1 8 0 0

5 9 8 8 9 8 1 2 0 0 1 8 0 0 1 0 1 0 5 1 7

1 5 06 0 0 9 0 0 1 2 0 0 1 5 0 0 1 8 0 0

直 　 　 壁 く 体 ブ ロッ ク 底版

7 8 2 ※調整リング50、斜壁300については製品設定があるが、工事においては蓋下部にはこれを使用しない。
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重量　（kg）

調整リング 斜　　壁
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5 9 8 9
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※調整リング50、斜壁300については製品設定があるが、工事においては蓋下部にはこれを使用しない。
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副管保護コンクリート寸法表

本管径 副管径 長さ 幅
Ｄ１（ｍｍ） ｄ（ｍｍ） Ｂ（ｍｍ） Ｗ（ｍｍ）

φ１００

φ１５０

φ１５０
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副管保護コンクリート寸法表

本管径 副管径 長さ 幅
Ｄ１（ｍｍ） ｄ（ｍｍ） Ｂ（ｍｍ） Ｗ（ｍｍ）

φ１００

φ１５０

φ１５０

φ２００

４００

４００

４００

４００

（φ１５０）

（φ２００）

内副管標準配管図外副管標準配管図

砕石基礎（RC40-0）
90度曲管(接着受口型)

リブ副管用90度支管

リブパイプ

取付管VU

接着受口カラー

ゴム板等

▼Ｇ.Ｌ.

モルタル

取付管VU

内副管用支持金具

90度曲管(接着受口型)

リブ副管分岐用マンホール継手

コンクリート巻き

モルタル

接着受口カラー

リブパイプ

取付管VU

モルタル

モルタル

リブパイプリブパイプ

内副管標準配管図外副管標準配管図

砕石基礎（RC40-0）

90度曲管(接着受口型)

VU管

片受直管

▼Ｇ.Ｌ.

モルタル

内副管用支持金具

90度曲管(接着受口型)

副管用マンホール継手

コンクリート巻き

モルタル VU管

プレーンエンド直管

モルタル

モルタル

VU管VU管

砕石基礎（RC40-0）

砕石基礎（RC40-0）

（リブＲ付外副管継手）

可とう継手

可とう継手

（Ｒ付外副管用継手）

副管用90度支管

接着受口カラ－

番線

内副管用マンホ-ル継手

B

B

※（　）内はリブＲ付外副管継手使用の場合

硬質塩化ビニル管

リブ付硬質塩化ビニル管
1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

※（　）内はＲ付外副管継手使用の場合

※注２ ものを選定する。

リブ付内副管用マンホ-ル継手

1
0
0
 
※

※インバート段差は、流入管等の状況に合わせて調整すること

注２　内副管用マンホール継手は、可とう継手を装着可能な構造の製品を使用すること。

注３　内副管用支持金具で許容できる直管長さは1.5ｍまでとし、1.5ｍを超える長さの場合は

3.0ｍまで２か所固定、4.5ｍまで３か所固定とし、以降1.5ｍ毎に１か所設置する。

※注３

注１　内副管は、マンホール内作業空間および有効内空を最大限確保できる形状・仕様の

ものを選定する。

注２　内副管用マンホール継手は、可とう継手を装着可能な構造の製品を使用すること。

注３　内副管用支持金具で許容できる直管長さは1.5ｍまでとし、1.5ｍを超える長さの場合は

3.0ｍまで２か所固定、4.5ｍまで３か所固定とし、以降1.5ｍ毎に１か所設置する。

注１　内副管は、マンホール内作業空間および有効内空を最大限確保できる形状・仕様の※注２

※注３

可とう継手可とう継手

可とう継手可とう継手



Ｄ

２-７　インバ－ト工標準断面図
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※　インバ－ト工について

１　上下流管に段差が生じる場合は、原則として上下流の管口を結び

注　カッコ内数字は２号、３号人孔の場合

17
0

（
2
20
）

モルタル上塗　２ｃｍ

滑らかに接続すること。

６
０

ｃ
ｍ

以
内

落差60㎝以内

落差15㎝未満

落差15㎝以上

２　インバート落差は、規定上 60cm まで施工可能であるが、施工性

および維持管理性を考慮し、 15cm 未満が望ましい。

モルタル上塗　２ｃｍ



２-８　インバ－ト工標準図

注１　最上流マンホールのインバート形状は、ストレートインバートとし、内部に適切な流下勾配（15‰～20‰程度）を

注２　足掛け金具は、原則として下流にセットするが、現場に応じて位置を協議する。

設けることで、汚水の滞留および上流側への逆流を防止すること。

足掛け金具

足掛け金具
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３－１　塩ビ製小口径マンホ－ル標準図（1）
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落差調整管

(ゴム輪受口片受直管 )

90°曲管

90°曲管(90ＳＴ)

ゴム輪受口片受直管 

マルチインバート用支管

ゴム輪受口片受直管 

マルチインバート用支管

内蓋　φ300

内蓋　φ300 内蓋　φ300保護鉄蓋 保護鉄蓋 保護鉄蓋

台座
台座 台座

立管　φ300

立管　φ300

立管　φ300

ゴム輪受口片受直管
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小口径マンホ－ル

（ドロップ）

小口径マンホ－ル

（マルチ）

15°

15°

起　点 中間点及び曲点 ドロップ マルチ

注１　インバートは下流管勾配に合わせること。

注２　小口径マンホール深さは3.0ｍまでとする。

注３　小口径マンホールの連続配置は行わない。

注４　小口径マンホール接続部は、土砂侵入および浮上防止のため
可能な限り立管側を受口とすること。

上下流の勾配が異なる場合

75°自在曲管(75SR-F)
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５
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Ｒ２
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３-２　塩ビ製小口径マンホ－ル標準図（2）
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小口径マンホ－ル

ゴム輪受口片受直管
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内蓋φ300

防護鉄蓋
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立管φ300

小口径マンホ－ル

ゴム輪受口片受直管

（急勾配の場合）

勾配：０％～８７％の場合 勾配：８８％～２６８％の場合
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4
0
52
5
10

8
0

30

Φ296

(Φ306)

Φ320

116

重荷重用保護鉄蓋 内　蓋

（T-25及びT-14） （φ300）

佐久市下水道用小口径マンホールφ３００保護鉄蓋
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注１　インバートは下流管勾配に合わせること。

注２　保護鉄蓋の受枠は、アスファルト舗装路では除雪対応型、インターロッキング舗装路では周囲の仕上げに合わせ標準タイプを使用すること。



佐久市下水道用レジンマンホールφ３００直接ふた

４　レジンマンホ－ル標準図

中間点・曲点起点 中間点・曲点

曲　点中間点起　点

ＮＲＭＣ３０（Ｃ）－３７０

　　　　　　　　（１５０，２００）キテン

ＮＲＭＣ３０（Ｂ）－４００

ＮＲＭＣ３０（Ｂ）－３００

ＮＲＭＣ３０（Ａ）－２００

ＣＲテイバン　ＮＲＭＣ３０（Ｐ）－７０

ソケットリング３０

（中蓋タイプ）

ソケットリング３０

（標準タイプ）

ソケットリング３０

（標準タイプ）

ＮＲＭＣ３０（Ａ）－２００

ＮＲＭＣ３０（Ｂ）－３００

ＮＲＭＣ３０（Ｂ）－４００

NRMC30(C)-370(150,200)180ﾄﾞ

ＣＲテイバン　ＮＲＭＣ３０（Ｐ）－７０

ソケットリング３０

（中蓋タイプ）

ソケットリング３０（標準タイプ）

ソケットリング３０（標準タイプ）

ＣＲテイバン　ＮＲＭＣ３０（Ｐ）－７０

NRMC30(C)-370(150,200)

ＮＲＭＣ３０（Ｂ）－４００

ＮＲＭＣ３０（Ｂ）－３００

ＮＲＭＣ３０（Ａ）－２００

砕石基礎砕石基礎砕石基礎

流出側アダプタ 流出側アダプタ

管路径

ＮＲＭＣ３０（Ｃ）－３７０（２００）１８０ド ３４５ 300

インバート

名　　　称 ｈＬ２

ＮＲＭＣ３０（Ｃ）－３７０（２００）９０／２７０ド ３４５ 300

１８０°±７．５°

可動角度（θ）

３２５

３２５

Ｌ１

９０°（２７０°）
＋７．５°
　　　（－７．５°）

１０５°（２５５°）
＋７．５°
　　（－７．５°）ＮＲＭＣ３０（Ｃ）－３７０（２００）１０５／２５５ド

３２５ ３４５ 300

１２０°（２４０°）±７．５°ＮＲＭＣ３０（Ｃ）－３７０（２００）１２０／２４０ド ３２５ ３４５ 300

１３５°（２２５°）±７．５°
Φ２００

ＮＲＭＣ３０（Ｃ）－３７０（２００）１３５／２２５ド ３２５ ３４５ 300

１５０°（２１０°）±７．５°ＮＲＭＣ３０（Ｃ）－３７０（２００）１５０／２１０ド ３２５ ３４５ 300

１６５°（１９５°）±７．５°ＮＲＭＣ３０（Ｃ）－３７０（２００）１６５／１９５ド ３２５ ３４５ 300

９７．５°（２６２．５°）
＋７．５
（－７．５°）ＮＲＭＣ３０（Ｃ）－３７０（２００）９７．５／２６２．５ド

３２５ ３４５ 300

管路径

ＮＲＭＣ３０（Ｃ）－３７０（１５０）１８０ド ３４５ 300

インバート

名　　　称 ｈＬ２

３４５ 300

可動角度（θ）

３２５

３２５

Ｌ１

ＮＲＭＣ３０（Ｃ）－３７０（１５０）１０５／２５５ド ３２５ ３４５ 300

ＮＲＭＣ３０（Ｃ）－３７０（１５０）１２０／２４０ド ３２５ ３４５ 300
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ＮＲＭＣ３０（Ｃ）－３７０（１５０）９０／２７０ド

１８０°±７．５°

９０°（２７０°）
＋７．５°
　　（－７．５°）

１２０°（２４０°）±７．５°

１３５°（２２５°）±７．５°

１５０°（２１０°）±７．５°

１６５°（１９５°）±７．５°

１０５°（２５５°）
＋７．５
　　（－７．５°）

管路径

Φ２００ ＮＲＭＣ３０（Ｃ）－３７０（２００）キテン 325 300

インバート

名　　　称 ｈＬ１

Φ１５０ NRMC30(C)-370(150)ｷﾃﾝ 325 300

ブチルテープ

（Ｌ＝１２００）
ブチルテープ

（Ｌ＝１２００）
ブチルテープ
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直接ふた
直接ふた

直接ふた

無収縮モルタル 無収縮モルタル 無収縮モルタル

流入側アダプタ

注　レジンマンホール天端には、高さ調整のため調整リング（5cm以上）を1枚以上設置すること。



５　マンホール鉄蓋据付詳細図

（組立マンホール用）

注１　調整リングの最小厚さは10㎝とする。

注２　斜壁は45㎝以上を使用すること。

注３　基礎調整部の高さは最低２㎝以上確保すること。

注４　マンホール受枠は、アスファルト舗装路では除雪対応型、インターロッキング舗装路では周囲の仕上げに合わせ標準タイプを使用すること。

詳細図 位置図

調整リング

斜壁

内

側

外

側

緊結ボルト

（ステンレス　M16-3ヶ所）

足掛金物

マンホール受枠

基礎調整部

（調整コマ及び無収縮モルタル）

調整リング

斜壁

調整コマ

基礎調整部
無収縮モルタル

基礎ボルト

ステンレス　Ｍ１６

シーリング材

ボルト中心

転落防止装置
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取付管土工図
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埋設表示シ－ト

埋設表示テ－プ

埋設表示シ－ト

埋設表示テ－プ

注１　公共桝は市では設置しない。

注２　取付管底は、官民境界の位置で原則1.2ｍ以上とする。

６０度 ＯＲ ９０度支管

下水本管

ゴム輪受口片受直管

曲管　ＯＲ　自在曲管 公
共

桝
深
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取付管Ａ型
取付管Ｂ型

キャップ止め

９０度曲管

ゴム輪受口片受直管
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公
共

桝
深

20‰

６０度 ＯＲ ９０度支管

※管頂120°の間に取り付ける

ブレーンエンド直管
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６　取　付　管　詳　細　図

キャップ止め

境
界

境
界

120°

埋設表示シ－ト

埋設表示テ－プ

注６　掘削幅は下水道用設計標準歩掛表の最新版をもとに決定する。

3
0
0

3
0
0

注３　支管どうしの設置間隔は、1.0ｍ以上確保する。

注４　支管位置はマンホール芯から1.5ｍ以上離隔を確保する。

注５　掘削面の勾配は、労働安全衛生規則の規定を遵守し、土質や現場状況に応じて安全な勾配を確保すること。

500㎜以上

500㎜以上
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正面図 断面図

2500 2500 2500

85
0-

25
00

サポートエクステンション

サポートジャッキ

パ　ネ　ル

掘
削

幅

ガイドポスト

2500 2500 2500

30
00

10
00

10
00

10
00

30
00

161

14
1

70

35
71

35

27
.1

66
.4

47
.5

掘
削

幅
（

パ
ネ

ル
外

幅
）

パネル

掘削幅

サポートエクステンション サポートジャッキ

ガイドポスト

20
0

25
0

12
50

13
00

25
0

25
0

25
0

25
0

25
0

７-１　軽量建込簡易土留工標準図

注　上図はスライドレール方式、たて梁プレート方式も可とする。

（参考図）

（3.5ｍ以下）
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７-２　建込簡易土留工標準図
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（参考図）

（3.5ｍを超える）



８-１　道路復旧工標準図

※市道における埋戻し施工は、転圧ピッチを20cm以下とし、車道幅員5.5m未満は地盤高-0.46mまで、5.5m以上は地盤高-0.69mまでとする。
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８-２　道路復旧工標準図

影響範囲影響範囲影響範囲
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